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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和７年２月３日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

生徒の基礎学力の確立、自
己学習の習慣化を図る。

①全教科でICTを生徒が自ら学びに向
かうことを促進する目的で活用し、基
礎学力の確立を図る。
②学習支援アプリ（metamoji等）を活
用し、隙間時間や、家庭での自主学習
に繋げられるように工夫した教材や課
題の作成・提示を行う。
③①、②に資するために授業公開、職
員研修会を開催する。
④面談や学校公開、HPによる配信な
ど、様々な機会を活用し保護者に説明
し協力を仰ぐことで、連携を図る。

Ｂ

・授業が理解できていないと答える生徒が微増し
ている。基礎学力の定着と、自ら学び続ける力の
育成に向けた授業改善、理解度に応じた学力伸長
を図るため、習熟度別授業の導入といった策を講
じる。
・授業におけるiPadの活用には成果がみられる。
機器の使用だけでなく、生徒が主体性をもち多方
面に活用していくための情報活用力を培っていく
必要がある。
・各教科での理解度不足者に向けた補習の実施
や、保護者面談や懇談会、学年通信発行などによ
り家庭との共通理解を図ってきた。引き続き生徒
の学力を伸長できるよう、家庭との連携強化にむ
けた取組や、生徒の意欲向上に資する授業改善に
取り組む。

・基礎学力対策は、家庭学習時間の伸長だけでなく、
どのように学習を習慣化していくかについての対策が
必要ではないか。また、学び続ける力は興味のある分
野を通して育てられると考えられるので、生徒にとっ
て一番身近な先生方に、授業等を通して学びの楽しさ
を伝えていただきたい。
・生徒が主体的な学習に向かう姿勢は、他の評価指標
も参考にしてみれば、違った見方もできるのではない
か。引き続き取り組んでいただきたい。
・iPadを積極的に授業に取り入れている様子は評価が
できる.ＤＸハイスクール事業を活用した探究的な学
びには今後も挑戦してほしい。また、成果は生徒それ
ぞれの実生活に生かされるものにしていただきたい。

達成状況から見て、評価Ｂは妥当である。

2

生徒の可能性と主体性を引
き出し、日々の教育活動で
培った「やり抜く力」を
ベースに生徒に「一つ上」
の高い進路意識を醸成さ
せ、サポートする。

①3年間を見通した進路指導計画のも
と、進路部・学年が連携し組織的かつ
継続的な進路指導を行い、「一つ上」
の進路実現を促す。
②新教育課程に基づく大学入学者選抜
等への対応と、現況に即した進路指導
とするために、外部の職員向け進路研
修会に積極的に参加し情報を収集す
る。
③ICTを活用し進路情報を効果的に提
供し、個別の進路希望に対応する。
④進路面談を積極的に行い生徒の「や
り抜く力」を培い、粘り強く進路実現
に取り組ませる。

Ａ

・変化する入試状況を把握し、多様化する進路に
対応していくために、進路対策・進路行事の更
新・精選を行う。
・面接・小論文対策等、生徒の考える力、表現す
る力の育成が課題に挙がっている。教員研修会に
積極的に参加し指導力向上を図る。
・進路希望が早期に定まり取り組んでいけるよう
にするために、高大接続事業、体験活動等に積極
的に参加させ生徒が主体的に進路選択していくた
めの動機づけを行う。
・検定試験で十分な成果が得られなかった生徒は
計画的に対策を行えなかったためと考えられる。
継続的学びができるよう個別に支援していく。

・生徒たちの多様な体験を通してリアルな世の中を知
り、そして自分で考え進路決定できるようにサポート
していただきたい。先生方の経験を踏まえ、先輩とし
ての視点で生徒たちがどのような進路選択をすればよ
いか、アドバイスを行ってほしい。
・検定試験の合格には基礎学力や学ぶ姿勢も必要であ
るため、１ の重点目標と関連させて考えていくとよ
いのではないか。

達成状況から見て、評価Ａは妥当である。次年度はさ
らに、生徒の自己決定を促進できるような指導の充実
を図っていただきたい。

生徒がルールを考え、率先
して取り組んでいくなど、
生徒全員に投げかけ取り組
み、改善の方向となるよう
働きかけていく。
生徒理解と人権を尊重し、
適切な指導を通して生徒の
主体的行動を育てる。

①行動の意味を考え、自ら適切に判断
し主体的行動が促せる指導を実践す
る。
②ネットトラブル、人間関係形成など
をテーマに専門家による講演会を開催
し、正しい知識に基づく生徒の判断力
を育成する。
③保護者と連携した指導・支援を行い
生徒自身のよき変容を促す。
④県警指定の自転車マナーアップ推進
校の事業を効果的に推進する

Ｂ

・年間を通して、チャレンジし失敗を恐れないこ
と、行動の前に立ち止まり考えることに重点を置
き丁寧に指導してきた。しかし交通マナーなど外
部の苦情が引き続き聞かれる。安全教室に継続的
に取り組み、いのちを守る行動・学校安全の視点
で予防対策を講じていく。
・ネットリテラシーや交通安全、薬物乱用防止等
について、外部専門家による講演、PTAと連携した
取組を進めることができた。引き続き、連携を図
り推進していく。

・生徒が自分で考え行動していくためにも、校則等は
ルールの根拠を考え必要性も考えながら見つめ直して
いけるような取組もぜひ充実していただきたい。その
際には、学校生活が過ごしやすくなる視点で考えてい
ただきたい。きちんとルールを遵守することは続けて
ほしいが何でも禁止、とならないよう生徒たちに考え
てほしい。
・地域の方が多く見守り応援してくれているので、そ
の方々を味方につけながらのびのびと過ごしてほし
い。

達成状況から見て、評価Ｂは妥当である。

目標に向かって主体的に努
力し、生徒の「やり抜く
力」を育み、時代に対応し
た新たな部活動や学校行事
を活性化させる。

①部活動顧問の指導力を高めた効果的
な活動を通じ、全国大会や関東大会等
の上位大会への出場実績を維持・向上
させる。
②行事等を、生徒が主体的に考え参
加・運営するなど活躍の場が増えるよ
う工夫し行う。

Ａ

・部活動等に積極的に参加し満足度もさらに高
まっている。来年度も部活動や学校行事の充実を
図っていく。
・一方、部活動・学校行事が続くことになるた
め、過密な学校生活となっている。計画の見直し
や活動の振り返りを行い、効果的な指導となるよ
う工夫し取り組んでいく。

・部活動、学校行事が盛んであることは学校の強みで
あり良さでもあるため、成果が出ていることは評価で
きる。さらに取組を続けていただきたい。
・過密なスケジュールの緩和は必要だが、生徒同士の
語り合いなどの時間は人間成長には大切なので残して
おいてほしい。

達成状況から見て、評価Ａは妥当である。次年度のさ
らなる工夫改善を期待している。

4

生徒の良い面をアピール
し、本校の魅力を中学生に
伝えること、地域との連携
を深めるための開かれた学
校づくりを推進する。

①ホームページの動画や学年、部活動
の紹介の充実。
②部活動に加えてDXハイスクールとし
ての取組など、多様な場面での「がん
ばる大東生」をPRし、生徒募集につな
げる。
③開かれた学校づくりのために、近隣
施設等との交流、授業・行事の公開等
を積極的に推進する。

Ａ

・学校説明会等を工夫し実施することで、「大宮
東を受験したい」という中学生が増えてきた。具
体的に様々な情報を発信した成果といえる。
・近隣小中学校とも積極的に交流することができ
た。生徒の成長の機会でもあることから、複数
回・様々な形で交流ができるようにさらに連携を
深めていく。
・授業・学校行事やＤＸハイスクールの取組にお
いて、大学や外部専門家との連携講座を積極的に
行ったことで、生徒が高度な知識や技能に触れる
機会が増え、生徒の成長の機会とすることができ
た。引き続き、様々な教育活動で外部と連携して
いく。

・学校説明会の参加者数が伸びていることは、時期の
検討、開催方法の工夫の成果と考えることができる。
生徒発の情報発信を増やしＰＲを行っていただきた
い。
・大宮東高校を外の視点から見て魅力を考えることも
必要。やはり体育的活動が充実していることは外から
見ても注目されていることなので、それらと関連させ
た様々な取組を期待している。

達成状況から見て、評価Ａは妥当である。次年度は生
徒発の情報発信の充実も期待している。

令 和 ６ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立大宮東高等学校 ）

目指す学校像 安全・安心な環境の下、文武両道を旨とし、正義感溢れる心身ともに健康な生徒を育てる学校 ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえ
て評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

１　生徒の能力を最大限に引き出す授業を実践し、自主学習する習慣を確立させ、確かな学力の定着を図る。
２　組織的・計画的なキャリア教育を通して、生徒が主体的に一つ上を目指し進路を実現できる能力を培う。
３　生徒指導の充実と部活動等の活性化を図り、安全・安心な環境の下、高い規範意識と豊かな人間性を持った生徒を
育成する。
４　保護者や地域と密接に連携し、地域に信頼される開かれた学校づくりをする。

概ね達成(６割以上)
　　出席者　学校関係者　　　　３名
　　　　　　生徒　　　　　　　３名
　　　　　　事務局(教職員)　１２名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

・各部活動の取組状況と実績、部活動
加入者数、顧問対象の研修会の実施状
況
・アンケートによる生徒、保護者の部
活動満足度・学校行事満足度
・学校行事における生徒の主体的な取
組状況

・部活動加入率81.5％（運動部71.9％、文化部
9.6％）。加入率は昨年度より3.9％減。関東大
会・全国大会に出場した部活動は10（うち文化
部２）であった。
・部活動保護者会と連携した研修会を複数の部
活動で実施した。
・生徒アンケートで、部活動に積極的に参加し
ている生徒95％、学校行事に主体的に参加して
いる生徒95.9％。

【現状】ICTを効果的に活用した授業改善
が生徒の主体性喚起につながっている。一
方、家庭での学習時間30分以下の生徒が約
８割と、学習習慣の定着には至っていない
生徒が多い。

【課題】学習習慣の定着のためには生徒が
自ら学びに向かえるよう基礎学力の確立
と、自主学習の習慣化のための働きかけ
を、家庭と連携しながら組織的に取り組ん
でいく必要がある。

・学習意欲の向上と授業満足度、生徒
自身のiPadの活用状況に係るアンケー
トの結果
・研修会の実施状況と教員のiPadの活
用状況や授業改善状況
・アンケートによる生徒の自主学習時
間の状況把握

・学習状況アンケートでは、学習に主体的に取
り組んでいる86.2％（-1.7）、授業に満足して
いる生徒は87.7％（-0.4）。授業が理解できて
いる生徒は81.3％（-2.4）であった。
・iPadが活用できている生徒が84.1％
（+8.9）、活用場面は授業中が95.9％、次いで
家庭学習中であった。
・普段の家庭学習時間なしが60.8％（+9.1）、
定期試験前に全くしない生徒が10.4％（-
0.3）。
・校内での研究授業に加えて、年次研会場校
（10月）、道徳教育研究成果発表会（12月）な
どを開催。ＩＣＴの活用、学習評価など他校の
先生方も交えた研修会とすることができ活性化
できた。

【現状】進路先や入試方法が多様化する
中、進路希望に対応したきめ細やかな個別
指導により、高い進路決定率とすることが
できた。また、生徒・保護者からはさらな
る個別指導充実の要望が高まっている。

【課題】個に応じた進路指導を計画的に
行っていくためには、主体的に進路選択で
きるよう、早期からの進路意識の向上が必
要である。新教育課程に基づく入試の動向
といった、教職員の進学、就職(公務員)問
わず多様な進路希望に応える指導の研究、
実践が課題である。

・進路行事と分野別指導・説明会等の
実践状況。進路だより等の啓発資料の
発行状況
・アンケートによる保護者・生徒の進
路指導満足状況。
・補習・面接・小論文等の指導実施状
況
・職員研修会実施状況や研修会への参
加状況、模試等の実施状況とその活用
状況

・進路の手引きや情報サイト、進路担当向け説
明会等で得た情報を活用しながら計画的に進路
指導を行った。
・進路指導についての満足度は、満足している
生徒が77.6％（+2.1）、保護者は78.3％と横ば
い。進路情報提供の適切さについて、満足して
いる保護者は73.5％（+1.3）であった。
・大学等の公募制推薦や総合型選抜を利用した
大学受験が190件。公務員試験合格12件、民間就
職９名。進路別対策講座を開催することできめ
細やかに対応することができた。
・リテラス検定２級合格率 35.7％（+0.8％）、
1学年３級69.0％（-8.4％）であった。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（ １月３１ 日 現在 ）

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

【現状】学校説明会への生徒参加、部活動
体験実施等により本校の魅力をアピールし
ている。しかし志願者増にはつながらない
結果となった。近隣施設等との交流は再
開、学校行事・PTA行事なども開催できる
ようになり、平時の本校の姿を見てもらえ
るようになってきた。

【課題】中学生を対象にした授業公開な
ど、本校の魅力が伝わる機会を充実させ、
広げていく必要がある。また、地域・保護
者との連携を深めるためにも、さらに積極
的に情報発信していけるかが課題である。

・ホームページの更新回数やアクセス
数
・学校説明会の参加者数やその満足度
と好感度及び入学志願者数
・近隣施設等との交流・ボランティア
活動等の地域交流の実施状況

・HPのアクセス数は838,904（前年度比＋
23.7）。更新回数は372（+7.2）であった。
・学校説明会を８回実施、同時に部活動体験会
を開催することで本校の魅力をＰＲでき、参加
者は各回とも昨年度より増加した。
・近隣施設との交流・ボランティア活動、探究
発表会に積極的に協力・参加し、本校生徒の活
躍の機会を多く持ちＰＲすることができた。
・ＤＸハイスクール等本校の取組が新聞や文科
省ホームページ、県のＳＮＳなどで取り上げら
れ、本校の知名度向上につながった。
・志願倍率（12/15調査） 普通科1.02倍（+0.11
ポイント）、体育科1.66倍（＋0.47ポイント）
であった。

3

【現状】生活ルールや交通マナーについ
て、機を見て丁寧に指導している。しか
し、外部からの苦情指摘、生徒の特別指導
のに件数は減少していない状況がある。部
活動では、感染対策と両立させながら活動
を行い、各大会に出場し、複数の部活動が
関東大会や全国大会入賞を果たすことがで
きた。

【課題】指導すれば問題行動を修正しよう
とすることができるが、自ら考え主体的に
行動するまでに至っていない。未然防止の
視点で、生徒が自ら考え実践できるように
働きかけていく必要がある。部活動以外に
も、学校行事や特別活動など、様々な活躍
の場を生徒・教員一体となって考えていけ
るかが課題である。

・生徒アンケートによる意識把握
・SC、SSW、特別教育支援委員会、相
談委員会等の活動状況
・集会・講演会の開催状況や講演会後
の生徒の理解度

・生活指導が適切に行われていると答えた生徒
79.1％（同）、保護者67.4％（+4.3）と微増。
集団生活でのルールを主体的に守れていると答
えた生徒は95.2％であった。
・気になる生徒の状況は学校全体で定期的に共
有し、特別支援教育委員会で支援の方向性を話
し合うなど組織だった取組としていった。
・自転車マナーアップ講習会、自転車一斉点検
指導、立哨指導等年間を通じて交通安全指導に
取り組んだ。
・ネットトラブル講演会、薬物乱用防止教室は
保護者にも参加を呼び掛け、家庭と連携した指
導とした。


